
放射線だより 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

放射線診療従事者として登録されている⽅には、ガラスバッジを配布しています。 
適正に装着されている⽅は正確な被ばく線量が報告されています。 

ご⾃⾝の体を守るためにも正確に装着しましょう。 

 
当院では不均等被ばくを測定しています。そのため、⼀⼈につき２個のガラスバッ
ジが配布されています。ガラスバッジを⾒て、頭部と記されているものは不均等被
ばく（プロテクターで防護されていない部位）を測定しているため、プロテクター
の外側に付けるようにしてください。腹部や胸部と記されているものは、プロテク
ターの内側に装着してください。くれぐれも、２個とも内側や外側に装着すること
のないようお願いします。（⽂責：⾺場） 
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担当：馬場俊明 

令和３年４月１日より、放射線診療従事者の被ばくを管理す

る線量限度が引き下げられます。 

対象：水晶体の線量限度 

    １５０mSv/年 ⇒ ５０mSv/年 （５年間 100mSv） 

Topics 

 
プロテクターの外側の頭部

の近くに装着 

ｆrom Radiation House 

頭 
部 

くれぐれも２個ともプロテクターの

外側や内側に装着することのない

ように！ 

頭部は外側、胸部・腹部は内側に

装着し正確な測定を！ 
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